説教要旨「死んでも生きる」
聖書：ヨハネ１１章１７－２７

11:17 さて、イエスが行って御覧になると、ラザロは墓に葬られて既に四日もたっていた。

11:18 ベタニアはエルサレムに近く、十五スタディオンほどのところにあった。

11:19 マルタとマリアのところには、多くのユダヤ人が、兄弟ラザロのことで慰めに来ていた。

11:20 マルタは、イエスが来られたと聞いて、迎えに行ったが、マリアは家の中に座っていた。

11:21 マルタはイエスに言った。「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかったでしょうに。

11:22 しかし、あなたが神にお願いになることは何でも神はかなえてくださると、わたしは今でも承知しています。」

11:23 イエスが、「あなたの兄弟は復活する」と言われると、

11:24 マルタは、「終わりの日の復活の時に復活することは存じております」と言った。

11:25 イエスは言われた。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きる。

11:26 生きていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このことを信じるか。」

11:27 マルタは言った。「はい、主よ、あなたが世に来られるはずの神の子、メシアであるとわたしは信じております。」
　私たちはラザロの復活記事を見ています。ラザロの復活という奇跡を早く学びたいと思っていますが、ヨハネはすぐさまそれに触れず、その前に起きたことを淡々と、そして、詳細に記しています。ヨハネは何故このようの書き方をするのでしょうか。むろん、読者をじらすためなどではありません。その前に、読者にも｢信仰｣を求めるからです。兄弟に起きた大きな奇跡を見る前に、マルタは信仰を求められます。
　ここに登場するのは、マルタ、マリヤ、ラザロの兄弟姉妹ですが、おそらくマルタの性格描写(しっかりもの)から彼女が一番年長でなかったかと推測します。１７節以下で、舞台設定が記されます。まず、ラザロは墓に葬られて４日経っていたとありますが、当時の習慣では、葬りの儀式が終わるとすぐ埋葬することになっていました。そして、４日はその死人が確実に死んだということを確認する日数であったといわれます。現在の日本では、医師が死を確認します。その人が死んだという証明に従って火葬が執り行なわれますが、古代ユダヤでは死人が４日間変わらなければ確実に死んだと認められます。つまり、蘇生する可能性はないとみなされるのです。ラザロは死んだのであって、仮死状態などまったく考えられないのです。それから、ヨハネはベタニヤがエルサレムから１５スタディオン離れていたと記されます。１スタディオンは１８５メートルだから、１５スタディオンは約２キロです。これでは徒歩３０分でしょうか。エルサレムとは至近距離にありました。そして、エルサレムにはイエスを殺そうと決心したユダヤ人の指導者が多くいました。そのようなところにあえてキリストは赴かれたのでした。
　多くのユダヤ人が遺族を慰めるために集っていました。葬儀のときは、遺族に話をする機会はほとんどなかったそうで、葬儀が済んでから慰めの言葉をかけるために訪問するのが一般的でありました。ここでは多くの人とありますが、滞在中、泊まり、食事をする人もいたそうです。その接待はマルタの役割であったと思われます。
　イエス・キリスト一行が到着したと聞いてマルタは迎えに出ます。

　｢主よ、もしここにいてくださったら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう｣といいますが、この言葉に恨みつらみがあったと解釈する人もいます。どうしてあなたを呼びにやったのに全然反応せず、遅刻したのか。何故遅れてしまったのか。それは非難を含んでいます。しかし、果たしてマルタはイエスに文句をつけているとは思われません。確かに、キリストを呼びにやったのにすぐ来てくれませんでした。キリストは病人を癒すことで知られていましたから、ラザロがまだ生きている間にベタニヤに到着すれば、ラザロの病気は癒されたかもしれません。残念だという気持ちはあったかもしれませんが、イエスを非難する気持ちはなかったと思います。ただ、彼女はラザロが死んだという事実は受け入れ認めています。そして、それは確実に死んだのだということでもあります。もうどうすることもできない。死はそのような厳粛さを伴います。人は死ねばもう手の施しようがありません。なす術はもう何もありません。彼女の言葉はこのような死に対する無力感が反映しています。しかし、彼女はそれで言葉を終えていません。｢しかし、あなたが神にお願いになることは何でも神はかなえてくださると、わたしは今でも承知しています｣。マルタはラザロの死を受け入れていますが、それで終わりとしていません。死は人間にはどうすることもできない厳かな事実ではありますが、それでも、神は常に最善のことをしてくださいます。マルタの気持ちは、死はどうすることもできないけれども、その中でも、神はよき事をしてくださるにちがいない。イエスが、兄弟の死という事実を受け入れなければならない中でも遺族であるマルタとマリヤに、それでもなお大きな慰め、励ましを与えてくださるにちがいないと語っているのです。イエス・キリストに対する信頼、あるいは愛情を感じさせる言葉です。
　イエス・キリストの答えは、マルタの思いを打ち砕くだけの力があります。「あなたの兄弟は復活する」大変単純明快な言葉です。ラザロは死んだ、その分どうすることもできないというのがマルタの答えでした。しかし、キリストは、マルタの考えかたを根本から打ち倒そうとしています。死はどうすることもできないという前提をキリストは破壊しようとしています。ラザロは死んだが、それで終りではない、ラザロは復活するのだ。ラザロは死んだままに放置されるのではないとキリストは端的に語っておられます。
　ところが、マルタはイエス・キリストの言葉をそのまま受け入れることができていません。キリストの言葉には何のあいまいさもなく、曇りもありません。そのものずばりとはこういうことを言うのでしょう。そのためにかえってマルタは認められなかったのかもしれません。

マルタは復活という言葉を聞いて、｢終りの日に死人が復活することは承知している｣といいます。これは当時のユダヤ人の大半が受け入れていた信心でした。普通の宗教心だといってもいいかもしれません。このような普通の宗教心は今日でもたいていの人が受け入れています。たとえば霊魂の存在。むろん積極的に否定する人もいますが、大抵の人は死者が死んでも霊魂は残っており、その霊魂を慰めたり、祭ったりすることを当然のように行っています。人間の運命は前世の仕業に左右されるという不合理な考えも持っています。このような宗教心はありふれています。マルタは当時のユダヤ人なら誰でも信じているような死後の観念を語っているのです。そして、彼女は｢存じている｣というだけで、固く信じているとはいいません。イエスの言われたことは一般的な当時の人々の死後に関する考え方に過ぎないとしか受け止めていません。キリストの言葉があまりにも単刀直入であったからかもしれません。

　イエス・キリストは｢わたしは復活であり、命である｣といわれます。「わたし」を強調するギリシヤ語エゴー・エイミが使われていて、わたしはよい羊飼いである、わたしは羊の門である、私は道である、というヨハネ的な表現がここでも用いられています。表現としては少し違和感を抱くかもしれません。わたし、すなわち、復活、あるいは命という言い方です。しかし、難解な表現ではありません。キリストこそ復活の根源、あるいはいのちの源、そこからすべてが発するというような表現であると見ていいでしょう。わたしこそ、あるいはわたしだけが、という強調の意味合いがここに含まれています。

　わたしが復活と生命の根源だから、わたしは必ずラザロを復活させると言い切っておられます。これほど疑う余地もない明瞭な表現はありません。

　そして、キリストは、信じるならば生きる。つまり、蘇生も含めて、死で終わるものではないと言われたのです。復活という驚くべきことが起きます。しかし、その前に求められているのは信じることなのです。信仰が先立ちます。信仰がそこでなければその後に復活という驚くべき事件は起きないのです。

　ラザロは死んでいました。しかし、生きていてわたしを信じるものは誰も決して死ぬことはないといわれます。死ぬことはないといっても現にラザロは死んでいました。しかし、死はそれで終わるというものではないと言われるのです。ラザロは死んでいます。しかし、信仰のあるところでは、死は一切の終結ではなく、死の後の生があるとキリストは明言されています。間違いなく、死の向こうに命がありと断言されます。
　何よりも重要なことは、それを信じることです。｢このことを信じるか｣とキリストは切り込まれています。信じることが何にもまして先行するのです。信仰がなければそこから進むことができません。キリストはマルタに問われています。信じるか。まず、信じるか。
　ラザロは死んでいます。その死は強大な力を持ってあらゆる試みを断念させるものです。もはや死に対して何もできません。生きているあいだならまだ希望があったでしょうけれども死んでしまえばもう処置なしです。そのように思われている死です。ところがキリストは、ラザロは復活すると言われました。ラザロに起きることは想定以上です。キリストはそのような情況で、｢信じるか｣と問われ、当然信じることをまず求められるのです。
　マルタは一般的な当時の人々が受け入れている信心程度に復活を信じていました。しかし、一般的ではなく｢あなたはこのことを信じるか｣と問われています。ほかの誰でもない、あなたがまず信じるのか。何よりも信仰がそこになければならないのです。
　復活なんてそんなもの、信じられない、とするともうそこから何も進むことはありません。まずは信じるかどうかです。
　ここまで言われてマルタはどういう反応を示したか。｢はい、主よ、あなたは神の子、メシヤであるとわたしは信じています。｣彼女はキリストに対する信仰を表明しています。

　イエスが神の子であるという信仰が表現されますが、神の子であるなら当然のこと、そこから死人を復活させることもありえます。このような信仰に続いてキリストはその御業を大胆に行われます。キリストはメシヤであると信じられています。この二つの告白でマルタはイエスをはっきり信仰の対象として受け入れ、信仰を表明します。信仰のあるところでこそ神の子の大いなるわざが生起します。(この項おわり)　　

